








劇作家シング (JohnM.Synge)の詩集 poemsandTmHShtl'oDS(1909:以下 乃ePocmsと略
記する)については､これまで戯曲に比べ､論じられることがあまりなかった.oxford版







ある｡Oxfbrd版全集 :1巻の編集を担当した skelton (1971)は ｢戯曲のテーマに対して異
なった視点から取 り組んでお り､詩についての考察も独創的で､とりわけイェイツの中期
















池 田 俊 也
64
ける｡シングの死後､イェイツが彼を神格化 とも言える言説をもって評価を定着させたこ


















































これは- リックやバーンズなどの作品に見 られる実生活や体験か らくる､ とい うことにな
る｡Elizabethが削除した T̀heCurse'と D̀amy'の 2編はシングが実際に体験した事柄や伝
え聞いた事柄から生まれたものであ り､いわばこうした詩論の実践だったのだ｡
だが､ここで問題になるのは削除の是非ではなく､シングが主張している普遍的な詩の




リジナ リティーは揺るがない｡しかも､その対象 としてエ リオットが JohnDomeなど機智
に富む奇想や屈折表現を多用 した形而上詩人たちであったのに対 し､シングが直接的な口



















































































体のない超 自然的な存在である｡その Sheeに冠された s̀kinny'の形容はアイルランドの一
元的なロマンティックな図象との決別なのだ｡同時に､シングはバーンズのbaladに一脈通
じる土着的日常の世界にアイルランドの ǹationalidentity'を見て取ろうとしている｡バーン















乃elyayboyofLheWestem 仲bdd(1907､以下 乃emayboyと略記する)の序文で言 う ｢喜び
と現実｣はそのまま詩論で言 う ｢高揚感 (夢想 )と日常｣に置き換えて解釈できる｡戯曲





























































着 く｡その教会は 19世紀半ばの大飢健 とその後の移民などで打ち捨てられたものと推測さ
れるが､教会墓地には人骨が散 らばっている｡このイメージはシングがケリーで､墓地の


















いんですもの､と応じたのです｡｣ 16 というものだった｡シングはMoly言葉を膨 らませ､
死を憎み､生きている者を呪認する恋人の激しい感情を直哉的に表現することで運命に対















を見て取 り､それに比し､葬儀のミサの購罪の祈 りの言葉が空々しく響 くほどだと記した 18
が､最終行､ ỳou'draveandrendthemwithyourteeth.'のもつ暴力的な表現はその意味で､死
















































































































































































田薫訳 ｢西ケリー地方を旅する｣､甲斐寓理江､監修 『シング選集 [紀行編]』､東京､恒
文社､2000､p.288.
15.RobinSkelton,ed.,JMSJqge,ColectedW oks,vol.Ⅰ,op.cit.,p.111.
16.W.B.Yeats,Autobl'og2PhI'es,London,Macmilan,1955,p.519.
17･JonStalworthy,̀ThePoetryofSyngeandYeats'inMauriceHarmoned･,JM SJqge/amtCD甲y
Papers,1971,Dublin,TheDolmenPress,1972,p.160.
18.AlanPrice,ed.,JMSJqge,Colectedmol血,vol.Ⅱ,op.cit.,p.75.
19･Ibid.,p.267.
20･Ibid.,p.91.
21･AlanPrice,op.°it.,p.115.
22.RobinSkelton,ed.,JMSJqge,ColectedWTol:ks,vol.Ⅰ,op.cit.,p.49,note.
